
１
月
19
日
の
新
燃
岳
の
噴
火
以
降
、
市

で
は
、
降
灰
に
伴
う
土
石
流
の
発
生
を

警
戒
し
て
い
ま
す
。
特
に
西
岳
・
山
田

地
区
で
は
、
１
㌢
以
上
の
火
山
灰
が
堆

積
し
て
い
て
、
土
石
流
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
三
宅
島
で
は

わ
ず
か
４
㍉
、
長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
で

も
13
㍉
の
雨
で
発
生
し
て
い
て
、
こ
う

し
た
例
を
教
訓
に
市
民
の
安
全
を
第
一

に
考
え
た
警
戒
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23ｰ

２
１
２
９

新
燃
岳
降
灰
に
伴
う
西
岳
・
山
田

地
区
土
石
流
避
難
勧
告
発
令
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
20
日
現
在
）

高
野
町
の
一
部
・
御
池
町
・
吉
之
元
町

１
時
間
15
㍉
以
上
の
雨
量
が

予
想
さ
れ
る
と
き

山
田
町
の
一
部
・
夏
尾
町

１
時
間
20
㍉
以
上
の
雨
量
が

予
想
さ
れ
る
と
き

※
決
定
は
、
気
象
台
な
ど
の
予
想
デ
ー

タ
、
現
地
の
河
川
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
行
い
ま
す

家
族
や
地
域
で
防
災
を
考
え
よ
う

　

災
害
時
に
最
も
頼
り
に
な
る
の
は
、

家
族
そ
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
。
災
害

は
発
生
し
て
か
ら
、

対
策
を
考
え
て
も
間

に
合
わ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
家
族
や
地
域
で
災

害
時
の
避
難
場
所
や

連
絡
方
法
な
ど
を
話

し
合
い
、
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

■
チ
ェ
ッ
ク
項
目
１

身
の
回
り
の
危
険
な
場
所
を
把
握

　

市
内
に
は
、
降
灰
に
伴
う
31
カ
所
を

含
め
１
、１
３
４
カ
所
の
災
害
危
険
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
危
険
箇
所
は
、
防
災

マ
ッ
プ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
自
分
の
住

ま
い
の
周
辺
が
ど
の
程
度
危
険
な
の
か

事
前
に
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
チ
ェ
ッ
ク
項
目
２

避
難
所
や
連
絡
先
の
確
認

必
要
な
も
の
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

外
出
先
か
ら
直
接
避
難
す
る
場
合
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
先

や
連
絡
方
法
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
貴
重
品
や
懐
中
電
灯

な
ど
、
避
難
時
に
必
要
な
も
の
を
事
前

に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
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　　　　　　図の見方
　　　土石流危険渓流およびその
　　　想定氾濫区域
※降灰により土石流発生の恐れが高
まっている地域

　　　土石流危険渓流と一体的に
　　　警戒すべき区域
※1時間当たり15mm 以上の雨が予想
されている場合には、区域内の河川
には近づかないようにしましょう

■
チ
ェ
ッ
ク
項
目
３

情
報
を
活
用
す
る

　

長
期
間
続
く
雨
や
局

地
的
な
大
雨
は
、
土
石

流
災
害
の
危
険
性
を
高

め
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
市
の
広

報
車
な
ど
か
ら
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
避
難
す
る
場
合
に
は
、
近

所
の
人
に
も
声
を
か
け
る
な
ど
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
数
で
助
け
合
い
な
が

ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

■
チ
ェ
ッ
ク
項
目
４

土
石
流
か
ら
逃
げ
る

　

土
石
流
は
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
寄

せ
ま
す
。
流
れ
る
方
向
に
逃
げ
る
の
で

は
な
く
、
流
れ
に
対
し
直
角
に
、
少
し

で
も
高
い
場
所
へ
逃
げ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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３
月
議
会
で
は
、
緊
急
の
新
燃
岳
噴

火
災
害
対
策
の
た
め
議
会
が
中
断
さ
れ

る
場
合
を
想
定
し
、
一
般
質
問
の
日
程

を
３
日
間
に
短
縮
し
行
い
ま
し
た
。
14

人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
新
燃
岳
噴
火
災
害
対
策
に

　

つ
い
て

　
　
　

災
害
に
遭
っ
た
市
民
や
農
家
な

ど
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

生
活
支
援
に
関
す
る
事
業
で
は
、

災
害
救
助
法
に
お
け
る
災
害
救
助
費
等

負
担
金
制
度
が
あ
り
、
今
回
２
月
10
日

に
さ
か
の
ぼ
り
、
県
が
災
害
救
助
法
の

適
用
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
現

在
、
避
難
所
の
設
置
や
炊
き
出
し
な
ど

の
費
用
は
、
県
お
よ
び
国
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
補
助

金
は
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど
が
被
災
し
、

災
害
復
旧
事
業
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

経
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
低
所

得
世
帯
の
人
が
被
災
し
た
場
合
、
臨
時

に
必
要
と
な
る
経
費
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
制
度
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

降
灰
防
除
対
策
に
関
す
る
事
業
で
は
、

火
山
活
動
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事

業
が
あ
り
ま
す
。
火
山
活
動
に
よ
り
著

し
い
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
地
域

に
お
い
て
、
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
被
覆
施
設
や
洗
浄
施
設
の
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　

教
育
機
関
に
お
け
る
児
童
生
徒

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

２
月
25
日
付
で
国
か
ら
多
量
降

灰
防
除
地
域
に
指
定
さ
れ
、
公
立
の
幼

稚
園
や
小
・
中
学
校
に
お
い
て
降
灰
防

除
事
業
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
対
象

事
業
は
、
防
じ
ん
の
た
め
の
窓
に
設
け

ら
れ
る
戸
お
よ
び
窓
枠
、
空
気
調
和
設

備
の
整
備
と
学
校
水
泳
プ
ー
ル
上
屋
新

改
築
事
業
で
あ
り
、
幼
稚
園
は
2
分
の

1
、
小
・
中
学
校
は
3
分
の
1
の
国
庫

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
空

調
設
備
の
設
置
に
向
け
て
課
題
な
ど
を

整
理
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
降
灰
地
域
に
お
け
る
児
童
生

徒
の
無
料
健
康
診
断
や
相
談
に
つ
い
て

は
、
国
と
県
の
補
助
率
が
そ
れ
ぞ
れ
3

分
の
1
ず
つ
の
降
灰
地
域
等
学
校
保
健

事
業
が
あ
り
ま
す
。
新
燃
岳
噴
火
降
灰

の
状
況
や
規
模
を
検
討
し
、
長
期
化
も

視
野
に
入
れ
、
慢
性
的
な
健
康
被
害
を

起
こ
す
可
能
性
も
考
慮
し
て
、
対
応
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
降
灰
地
域
等
学
校
保
健

事
業
の
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

市
郡
医
師
会
と
も
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
１

答
１

質
２

答
２

平
成
23
年
第
２
回
市
議
会
が
、
３
月
１
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の

18
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
22
年
度
都
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算
や
平
成
23
年
度
都
城
市
一
般
会
計
当
初
予
算
な

ど
市
長
提
出
議
案
59
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
、
報
告
３
件
の
合

計
64
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
3
月
議
会

議
会
だ
よ
り

23年度当初予算（16件）
【一般会計】　　　 ７０２億４，０００万円
【特別会計】 　　　４４０億５，０８８万８千円
【企業会計】　　　　３６億　１６５万円
22年度補正予算（22件）〔専決処分を含む〕
【一般会計】 　　　　 ６億３，８７１万８千円
【特別会計】 　　　△ ４億  ６５０万６千円
【企業会計】　　　△ ２億３，６１２万円
条例の制定・一部改正（12件）
◇都城市特別職に属する非常勤職員の
　報酬、費用弁償等及び証人等の実費
　弁償に関する条例の一部を改正する
　条例の制定について　　　 ほか１１件
その他（９件）
◇工事請負契約の締結について
　　　　　　　　　　　　　ほか８件
議員提出議案（２件）
◇霧島連山・新燃岳の噴火災害対策に
　関する意見書　　　　　　 ほか 1件
報告（３件）
◇専決処分した事件の報告について
　　　　　　　　　　　　　ほか2件
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◆
医
師
会
病
院
移
転
後
の

　

跡
地
活
用
に
つ
い
て

　
　

医
師
会
病
院
移
転
後
の
施
設
の
跡

地
活
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

現
在
の
施
設
は
、
利
用
目
的
に

よ
っ
て
は
、
工
夫
次
第
で
活
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
市
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
市
の
責

任
で
再
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
医
師
会
病
院
に
つ
い
て
は
、

医
師
会
所
有
で
あ
る
た
め
、
医
師
会
と

協
議
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
で
、
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
や
地
元
の
関
係
者
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
、
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
利
用
案
は
未
定
で
す
が
、

広
く
一
般
か
ら
募
集
し
、
再
利
用
す
る

意
志
の
あ
る
法
人
や
団
体
な
ど
に
内
容

や
方
法
を
提
示
し
て
も
ら
う
の
も
一
つ

の
方
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

再
利
用
案
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
は
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
周
辺
環
境
の
悪

化
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
解
体
し

て
さ
ら
地
に
戻
し
、
そ
の
跡
地
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
か
を
検
討
す
る
必
要

も
生
じ
て
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
中
に
は
、
検
討
組
織
を

立
ち
上
げ
る
よ
う
調
整
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
公
民
館
活
動
と
加
入
促
進
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
視
野
に
入

れ
た
公
民
館
活
動
と
加
入
促
進
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
自
治
公

民
館
を
基
盤
と
し
た
新
し
い
地
域
の
自

治
組
織
で
、
自
治
公
民
館
を
は
じ
め
と

し
、
地
区
社
教
連
の
加
入
団
体
や
学
校
、

事
業
所
、
公
募
に
よ
り
参
加
し
た
市
民

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
組

織
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
自
治

公
民
館
未
加
入
者
も
い
ま
す
が
、
こ
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
の
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
自
治
公
民
館
の
活
動
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ひ
い
て
は
自
治
公
民
館
へ
の
加

入
に
つ
な
が
り
、
魅
力
あ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
、
強

く
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
自
治

公
民
館
な

ど
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動

を
積
極
的

に
支
援
し

て
い
く
こ

と
は
も
ち

ろ
ん
、
自

治
公
民
館

へ
の
未
加
入
問
題
に
つ
い
て
も
、
自
治

公
民
館
連
絡
協
議
会
と
さ
ら
な
る
連
携

を
と
っ
て
、
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
小
１
問
題
・

　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
に
お
い
て
も
、
小
１
問
題
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
状

況
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
　

市
内
の
小
学
校
１
年
生
の
学
級

に
お
い
て
、入
学
当
初
、授
業
中
に
座
っ

て
い
ら
れ
な
い
な
ど
の
小
１
問
題
に
近

い
行
動
の
あ
る
児
童
が
一
部
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
内

の
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
１
年
生
の

不
登
校
数
を
比
較
す
る
と
、
小
学
６
年

生
は
８
人
、
中
学
１
年
生
は
33
人
で
中

学
校
入
学
後
に
増
加
す
る
と
い
う
全
国

と
同
じ
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
不
登
校
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
友
人
関
係
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
実
態
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　

２
月
末
現
在
で
小
学
校
１
件
、

中
学
校
４
件
を
把
握
し
て
い
ま
す
が
、

全
国
や
県
と
比
較
し
て
少
な
い
状
況
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
件
数
は
教
育
委
員

会
が
把
握
し
た
数
で
す
の
で
、
潜
在
的

に
は
ま
だ
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
じ
め
や
不
登
校
を
減
ら
す
に
は
、

未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の

取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

　

本
市
で
は
、
全
て
の
小
・
中
学
校
で

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の

後
の
教
育
相
談
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
然
防
止
の
た
め
に
、
小
・
中

学
校
の
引
き
継
ぎ
会
の
充
実
や
学
級
編

成
の
工
夫
な
ど
に
よ
り
、
子
供
の
個
性

に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
た
め

に
は
、
学
校
内
に
心
の
居
場
所
を
確
保

し
、
教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
学
級
担
任
に

限
ら
ず
、
教
科
担
任
や
生
徒
指
導
主
事
、

養
護
教
諭
な
ど
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
学

年
全
体
あ
る
い
は
学
校
全
体
で
対
応
す

る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

質答

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
の
生
活
に
関
係
の
深
い
議
案

や
請
願
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
６
階

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

議
会
事
務
局 

☎
23ｰ

７
８
６
９

質答

質
１

答
１

質
２

答
２
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